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岸
和
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鋼
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阪
府

岸
和
田
市
、
鞠
子
重
孝
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）
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鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
樺
鋼
を
手
が

け
る
。
長
く
細
樺
メ
ー
カ

ー
と
し
て
市
場
を
け
ん
引

し
て
き
た
が
、

2
0
1
1

年
か
ら
は
太
樺
の
生
産
も

開
始
。
日
年
3
月
に
は
特

殊
用
途
向
け
を
除
い
て
最

も
太
い
「
D
4」
も
生
産

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
総

合
的
な
製
品
力
で
拡
販
を

狙
っ
て
い
る
。

本
社
工
場
の
電
気
炉
は

ス
チ
ー
ル
プ
ラ
ン
テ
ッ
ク

製
の
シ
ャ
フ
ト
炉
「
エ
コ

ア
l
ク
」
。
パ
ッ
チ
タ
イ

プ
の
ス
キ
ッ
プ
コ
ン
ベ
ア

挿
入
式
で
、
出
鋼
量
は
毎

時
∞
∞
｜
旬
、
ゾ
。
こ
こ
で
溶

か
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
次

工
程
の
取
鍋
精
錬
炉
（
L

F
）
で
用
途
に
合
わ
せ
て

鉄
の
性
質
を
調
整
す
る
。

新
型
電
気
炉
の
導
入
は

旧
年
。
工
場
へ
の
送
電
が

専
用
線
で
な
く
な
っ
た
の

が
背
景
だ
。
送
電
が
周
辺

地
域
と
統
合
し
、
従
来
設

備
で
は
広
い
範
囲
で
電
圧

降
下
を
起
こ
す
可
能
性
が

浮
上
し
た
。
こ
の
対
策
と

同
時
に
、
「
環
境
対
応
と
、

電
気
炉
2
基
の
体
制
を
1

基
に
ま
と
め
た
い
考
h

え
が

あ
っ
た
」
と
、
横
山
雅
好

取
締
役
は
振
り
返
る
。

新
型
炉
は
常
に
溶
け
た

鉄
を
内
部
に
抱
え
、
投
入

し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
一
部

が
絶
え
ず
溶
鋼
に
触
れ
て

い
る
。
触
れ
た
部
分
は
溶

け
て
い
く
が
、
こ
の
と
き

の
熱
を
炉
へ
の
投
入
前
に

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
と
ど
め
る

チ
ャ
ン
パ
l
に
誘
導
。
ス

新型電気炉を導入

電
力
使
用
量
却
%
削
減

ク
ラ
ッ
プ
を
予
熱
し
て
、

使
用
電
力
量
を
従
来
設
備

よ
り
初
%
削
減
で
き
た
。

さ
ら
に
新
型
炉
は
排
ガ

ス
の
急
速
冷
却
に
よ
り
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
が
再
合
成
す

る
温
度
域
を
狭
く
し
、
こ

の
発
生
を
抑
制
。
「
1
立

方
針
当
た
り
0
・
5
Y
Mラ

の
国
の
規
制
値
に
対
し
、

引
け
れ
が
弱
点
必

巨
大
な
炉
の
上
部
か
ら
申
を
確
認
す
る

0
・

ωを
実
現
し
た
」

（
横
山
取
締
役
）
。

L
F

を
含
め
た
1
J当
た
り
の

処
理
に
か
か
る
電
力
量
は

凶
年
度
実
績
で
3
1
0
J

匂
時
。
社
内
で
3
0
0
J

匂
時
の
目
標
を
、
今
年
2

ー

4
月
は
ク
リ
ア
し
た
。

恒
常
的
達
成
に
は
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
効
率
的
予
熱
が

カ
ギ
に
な
る
が
、
「
空
気

の
送
り
方
や
ス
ク
ラ
ッ
プ

投
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
成

分
・
形
状
の
見
直
し
な
ど

取
り
組
む
点
は
あ
る
」

（
同
）
。
同
社
は
現
在
、

毎
時

lookyの
出
鋼
量

の
実
現
も
目
指
し
て
お

り
、
取
り
組
み
を
通
じ
た

サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の
向
上

で
競
争
力
を
高
め
て
い

／
＼
。

（
南
大
阪
支
局
長
・
森

野
学
彦
）

事業所概要
じ〉所在地＝大阪
府岸和田市臨海
町20、072・438・
OOOH＞主要生産
品目＝鉄筋コン
クリート用棒鋼
b年間エネルギ
ー使用量 Cl4年
度） 7万2680キロ

は（原油換算）
b年間C02排
出量＝（同） 13 
万6405トン


